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The official Shibuya City website offers 
Shibuya City News in plain Japanese and 
multiple languages, as well as a text-to-
speech version for accessibility purposes. 
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渋谷区公式ウェブサイト（渋谷区ポータル）では
しぶや区ニュースを「やさしい日本語」と多言語
で閲覧できます。また、声のニュース（音声版）
や点字版も発行しています。

しぶや区ニュースは、点字版と声のニュース（カセットテープ、デイジー）も発行しています。 詳しくは広報コミュニケーション課（ 03-3463-1287）へ問い合わせてください。

子どもたちの未来を育む、未来の学校。

特集号
まだ見ぬ学びに、会いに行こう。

区では、教育ＤＸや「探究」などの新たな学びに挑戦するとともに、令和３１（２０４９）年度までに
老朽化した計22校の学校施設を建て替えるなど、ソフトとハードの両面から『未来の学校』プロ
ジェクトを進めています。
また、このプロジェクトでは、子どもたちの学びの場のみならず、地域との新たなつながりを生み
出す学校づくりを進めています。
本紙では、現在推進している新たな学びと教育環境の他、間もなく開校する「西原キャンパス」や
校舎建て替えのロードマップなどを紹介します。

動き出した『　　　　　 』

小中一貫教育校（千駄谷小学校・原宿外苑中学校）新校舎 外観イメージ

▲小中一貫教育校（千駄谷小学校・原宿外苑中学校）
　新校舎 内観イメージ

※画像は現時点のイメージであり、変更になる可能性があります。

渋谷の子どもたちの学びは
教室の中だけにとどまりません。

今、着実に進んでいます。
そんな新しい学びを支える『未来の学校』づくりが、

探究し、つながり、創り出す。



2 『未来の学校』特集号

渋谷区コールセンター〈総合案内〉（ 03-3463-1211）の受け付けは、平日8:30～19:00、㈯・㈰・㈷・㉁9:00～17:00です。
※本紙に記載の会社名・製品名は、一般に各社の商標・登録商標です。

未来未来のの学び学びがが広がる学校へ広がる学校へ未来未来のの学び学びがが広がる学校へ広がる学校へ
渋谷区の『未来の学校』では、教室の枠を超えて学びが広がる多様な学習環境を整備しています。
子どもたちは、それぞれの個性や興味を生かしながら、自ら学び続ける力を育んでいます。

―可能性を引き出す学校づくり―

「未来共創空間」「未来共創空間」「未来共創空間」「未来共創空間」

―社会との出会いが、
子どもの可能性を広げる―

生徒たちの「好き」や「やってみたい」という知
的好奇心をもって、探究・創作活動などに取り
組める空間です。学校の枠を超えた出会いや
体験を通じて視野や可能性を広げ、自ら考え行
動する力を育んでいきます。
7年に開校した「青山キャンパス」では、生徒が
企画する探究活動や、大学生・企業との共創プ
ロジェクトなど、「未来共創空間」からさまざま
な挑戦が始まっています。

◀ 中学生と大学生が一緒に学ぶ様子

グループで対話する様子▶

自分の興味や関心から
問いを見つけ、

「やってみたい」を形にします。
大学生や企業との共創を通じて、

新たな視点や価値観に
出会います。

仲間と一緒に、社会の中で
自分たちが「やりたいこと」に

挑戦します。
対話を重ねながらアイデアを磨き、
実現に向けてプロジェクトを

進めています。

「デジタルツール」「デジタルツール」「デジタルツール」「デジタルツール」
―新しい学びのパートナー―

区では、対面とデジタルでの学び、それぞれの良さを生かしながら、子ど
もたちの可能性を広げる教育を進めています。1人1台配備されたデジ
タル端末は、子どもたちが自分の考えをまとめたり、友達と意見を共有し
たりする学びを支えています。
生徒の理解度や関心に合わせたAI型学習ドリ
ル「Q

キ ュ ビ ナ

ubena」や、AIが搭載された対話型の
英語ドリル「E

エ ル サ

LSA S
ス ク ー ル

chool」の他、探究学習
ツール「I

イ ン ス パ イ ア

nspire H
ハ イ

igh」、デザイン作成ツール
「C

キ ャ ン バ

anva 教育版」などを活用することで、基
礎学力の定着と探究学習への発展を図ってい
ます。

「探究『シブヤ未来科』」「探究『シブヤ未来科』」「探究『シブヤ未来科』」「探究『シブヤ未来科』」
―好奇心を、問いを深める原動力に―

渋谷区立の小中学校に通う子どもたちは、「探
究『シブヤ未来科』」で自ら問いを見つけ、学び
を深めています。これまでの先生が教えるだけ
の授業ではない、子どもたち自らが学びをつく
り、幼児期の遊びで経験したようなワクワク感
や好奇心、一人一人に備わった自ら学ぶ力・創
造性を発揮して、主体的に探究を進める学びを
展開しています。
各教科で学んだ知識を駆使して探究すること
で、子どもたちが未来をより良く生きる力を身
に付けることを目指しています。

◀ 社会課題に仲間と取り組む
　「テーマ探究」の様子

自分の興味・関心を　
追究する「My探究」の様子▶

チームでアイデアを
出し合い、粘り強く課題に

取り組みます。

毎日午後は、探究の時間。
好きなことに夢中になって

取り組みます。

◀ 友達と一緒に資料を作成する様子

AI型学習ドリル「Qubena」を　
用いた授業の様子▶

お互いの考えを
見える化し、対話を通じて
学びを深めます。

デジタルツールを活用し、
一人一人に応じた学びを

支えます。
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区役所・出張所・保健所の窓口受付は、平日8:30～17:00（㈷・㉁、年末年始は除く）です。
区民サービスセンター（渋谷ヒカリエ8階）の窓口受付は、月～金曜日11:00～19:00、土曜日9:00～17:00（㈷・㉁、年末年始は除く）です。

西原キャンパス西原キャンパス西原キャンパス西原キャンパス

学校施設の建て替えも進んでいます学校施設の建て替えも進んでいます学校施設の建て替えも進んでいます学校施設の建て替えも進んでいます

スポーツセンターの敷地の
一部に仮設校舎を建設しま
した。小・中学校3校が順
次使用します。

「好き」から学びが
広がる空間

人々が集う、地域の拠点
「子どもの学び舎」だけじゃない

区では、子どもたちの知的好奇心を駆り立て、一人一人が主体的な社会のつくり手となるための教育のアップデートを進めています。
その中で、「主体的に未来をつくる力」の育成を目指すために、区立中学校において「特色づくりプロジェクト」をスタートしました。

これからの社会を生きる子どもたちが、自分で考え、仲間と協力
しながら、未来をつくっていく力を身に付けられるよう、区立中

学校それぞれに「特色」を設ける取り組みです。

目指すのは、変化の激しい未来社会の中で、自分らしく考え、行
動し、新しい価値を生み出せる力を育むことです。そのために、

各校では以下の4つのテーマを軸に、特色ある教育を展開します。

「特色づくりプロジェクト」ってなに？

どんな学びが始まるの？

これまでの「知識を学ぶ」だけの学習から一歩進み、子どもたち
が自ら問いを立て、仲間と協力しながら課題解決に取り組む学び

へと進化していきます。
ICTの活用や英語教育、探究学習、地域・大学などとの連携といった、
各校に共通する「学びの基盤」を充実させた上で、生徒が自分の興味
や関心に応じて、多様な学びに触れられる教育を展開します。

これからの教育はどう変わるの？

は、強みを生かす教育へは、強みを生かす教育へは、強みを生かす教育へは、強みを生かす教育へ
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『未来の学校』プロジェクトでは、「渋谷区『新しい学校づくり』整備方針 学校施設の未来像と建て替えロードマップ」に基づき、計画的に学校施設の
建て替えを進めています。『未来の学校』第一弾として7年9月に開校した「青山キャンパス」に続き、8月末には「西原キャンパス」が開校します。

建て替えロードマップは、本紙4ページヘ建て替えロードマップは、本紙4ページヘ

避難所機能
発電機や非常用トイ
レ、空調設備を設置す
るなど、安全・安心な
避難環境を確保

地域への開放
地域のスポーツ・交流
の場として、体育館を
地域開放（10月～）

※詳しくは、区ポータルを確認してください。

西原1-40-34住所
鉄骨造3階建て階層

第２弾

グローバルコミュニケーション
（笹塚中学校・松濤中学校）
多様な文化や価値観を持つ人と対話し、互い
に理解し合いながら協働する力を育成

アントレプレナーシップ
（広尾中学校・原宿外苑中学校）
身近な社会課題に気付き、自ら考え、挑戦し、
行動する力を育成

アート・デザイン
（上原中学校・渋谷本町学園中学校） 
表現や創造の活動を通じて、自分や他者の思
いを形にする力を育成

サイエンス・テクノロジー
（鉢山中学校・代々木中学校）
最先端テクノロジーを活用しながら、科学的・
論理的に物事を捉えて考える力を育成

区ポータル▶
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発行日を過ぎても届かない場合や、配布を停止したい場合など、しぶや区ニュースの配布に関する問い合わせは、
しぶや区ニュース各戸配布コールセンターへ ㈪～㈯9：00～18：00　※㈷・㉁、1月1～3日を除く

しぶや区ニュースは区内全世帯へ
各戸配布をしています 0120-849-277

学校名 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31

神南小学校

広尾中学校

松濤中学校

鉢山中学校

猿楽小学校

長谷戸小学校

常磐松小学校

臨川小学校

広尾小学校

加計塚小学校

原宿外苑中学校

千駄谷小学校

鳩森小学校

神宮前小学校

代々木中学校

幡代小学校

西原小学校

笹塚中学校

上原小学校

富谷小学校

笹塚小学校

中幡小学校

代々木山谷小学校

上原中学校

渋谷本町学園小中学校

※令和11年7月に工事完了予定

※令和10年11月に工事完了予定

※令和11年3月に工事完了予定

※令和10年度冬に工事開始予定

※鉢山中学校新校舎で小中一貫校となる予定です。

※原宿外苑中学校新校舎で小中一貫校となる予定です。

※笹塚中学校新校舎で小中一貫校となる予定です。

※令和11年度春に工事開始予定

※◎は、中規模改修の目安となる建設後20年目を表しています。
※各学校は、それぞれ以下のキャンパス、仮設校舎、新・旧校舎を利用します。

：建て替え工事期間(仮設校舎使用期間)

：青山キャンパスを利用（詳細については検討中です）

：一貫校移転後の千駄谷小学校を仮設校舎として活用

：広尾小学校敷地内の仮設校舎（令和10～13年度で建設工事）を利用
：一貫校移転後の猿楽小学校を仮設校舎として活用

：臨川小学校新校舎の一部を仮設校舎として活用

：代々木大山公園敷地内の仮設校舎（令和12～14年度で建設工事）を利用
：西原キャンパスを利用

：一貫校移転後の笹塚小学校を仮設校舎として活用

凡 例

問 • 探究「シブヤ未来科」、区立中学校の特色づくりプロジェクトについて　教育指導課指導主事 03-3463-3024 FAX 03-5458-4952
• 校舎の建て替えについて 教育政策課学校施設整備第一・二・三係 03-3463-2795 FAX 03-5458-4951
• 中学校の希望校調査について 学務課学事係 03-3463-2986 FAX 03-5458-4953

渋谷区立小学校・中学校建て替えロードマップ（令和8年3月改定）

さらに広がる、さらに広がる、さらに広がる、さらに広がる、
3月に改定した「渋谷区『新しい学校づくり』整備方針 学校施設の未来像と建て替えロードマップ」に基づき、令和31（2049）年度までに
老朽化した学校施設の建て替えを予定しています。整備方針について詳しくは、区ポータルを確認してください。

▲オンライン申請

学校案内・学校説明会
8月下旬に｢希望校調査書｣を送付します。
提出方法 8月21日8：30～10月30日にオンライン申請で
※ オンライン申請が難しい場合は、学務課学事係へ問い合わせて
ください。
※期日までに提出がない場合、通学区域校が入学校になります。

各学校の特色を紹介する「学校案内」と各
学校説明会の日程を区ポータルに掲載し
ています。日程は変更となる場合がありま
す。事前に各学校HPなどを確認してくだ
さい。

99年度新中学11年生の保護者の皆さまへ

▲区ポータル

「希望校調査書」を提出してください

（年度）

▲区ポータル


